
講義コード 1325 科目区分 専門教育科目（専門共通科目）

（フリガナ） キソギノウ （ゲンゴヒョウゲン） （フリガナ） クニヒロ カツヨ

授業科目名 基礎技能（言語表現） 担当教員名 国広　勝代

英文授業科目名

基準年次（開講期） １年次（前期） 履修形態 選択（保育士必修科目）

曜日/時限/講義室

授業の方法 演習
授業の方法
（詳細情報）

単位 1 週時間 1

授業のキーワード

授業概要・目的

到達度評価の
評価項目

教科書・参考書等

授業で使用する
機器等

予習・復習への
アドバイス

履修上の注意・
受講条件等

成績評価の基準等

メッセージ

オフィス・アワー

その他

子どもの言語表現（まとめ）

劇、ミュージカルなど舞台公演を積極的に鑑賞しましょう。

随時紹介する。

演習科目としては、主として積極的な授業態度を評価する。また、その結果としての製作物やレポートも評価の対象とな
る。　　　　　　　　　・授業態度（５０／１００）
・レポート（５０／１００）

Ｂａｓｉｃ Ｓｋｉｌｌ（ｌａｎｇｕａｇｅ ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ）

乳幼児の言葉の発達

集中講義

児童文化　　　言語環境　　　教材製作　（絵本製作　　　紙芝居　　　かるた製作　　等）

子どもの言語に関する発達の知識を得たうえで、絵本、紙芝居、人形劇、素話等に関する表現の特徴を知る。
また、子どもが児童文化財に親しみ、子ども自身が表現活動を展開するための環境を考えることを目指して学ぶ。

・保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な言語表現活動に関する知識や技術を身につける。
・言語表現活動に必要な教材の作製及び活用の技術を習得する。

授業計画

子どもにとっての表現とは
第1回

教材作製（かるた）⑤

子どもと絵本について

保育と絵本（展開事例）

保育と絵本（展開計画）

教材作製（かるた）③

子どもと紙芝居について

保育と紙芝居（展開計画）

子どもと人形劇について

教材作製（かるた）②

教材作製（かるた）④

第4回

第3回

第2回

第15回

第9回

第8回

第7回

第6回

第5回

第14回

第13回

第12回

第11回

第10回

保育と素話

教材作製（かるた）①


